
オートバックスセブンと資本提携
EV普及の推進による環境負荷の低減を目指し、

ELEMOの販売・メンテナンス、新規サービスの共同開発の分野で協議・検討へ
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HW ELECTRO株式会社（所在地：東京都江東区 代表取締役社長 蕭 偉城(ショウ・ウェイチェン)）は、
株式会社オートバックスセブン（所在地：東京都江東区 代表取締役 社長執行役員 小林 喜夫巳）と、2021
年10月、資本提携に関する契約を締結いたしました。

1.背景・目的
カーボンニュートラルな社会構築実現に向けて、自動車業界ではEV化の波が押し寄せ、EV化へ迅速に対応していく
ための取り組みが求められています。HW ELECTRO株式会社は、「環境問題」と「社会貢献」の視点から
「Electric–Mobility–Innovation」を推進し、小型商用車のEV化を促進しています。「ELEMO」 は、当社が製造、
販売する次世代の多用途小型商用EV車です。この度の株式会社オートバックスセブンとの資本提携により、
「ELEMO」のメンテナンス面でのサポートが実現が期待でき、EV商用車利用の拡大につながると考えます。カーボン
ニュートラルな社会実現へ向け、今回の資本提携を通じて貢献してまいります。

2.提携の概要
EV普及の推進による環境負荷の低減を目的に、今後全国のオートバックス店舗をELEMOの販売・メンテナンス拠
点として活用し、関連商品・サービスの販売や、新規サービスの共同開発の分野で連携・協業を検討してまいります。

3.各社コメント
株式会社オートバックスセブン 代表取締役 社長執行役員 小林 喜夫巳
当社は、2050年のカーボンニュートラル、脱炭素社会の実現に向け、活性化しているEV市場へ早期に参入し、EV
の販売・メンテナンスのノウハウを得ることよってEV市場における競争力を高めていくことを検討していました。
また、オートバックス店舗をEVの販売・メンテナンス拠点とすることで、新規顧客の獲得や関連商品・サービスの付帯
販売による収益機会の創出も期待しています。

HW ELECTRO株式会社 代表取締役社長 蕭 偉城
この度は株式会社オートバックスセブン様が当社の企業理念に賛同頂き、資本提携が出来たことに心から感謝申し
上げます。今回の資本提携により、今後ELEMOのメンテナンス拠点が全国レベルに展開できることは当社にとって大
変心強いことと考えています。これを機に引き続き新たな小型EV商用車の開発による物流市場への貢献とカーボン
ニュートラルな環境実現に向け、あらゆる努力を続けて参ります。



■「ELEMO」について
「ELEMO」は、HW ELECTRO株式会社が製造、販売する次世代の多
用途小型商用EV車です。インターネットを介した運用管理やスマートフォンア
プリとの連携機能などの IT技術の導入や、EVならではのゼロエミッション性能
は、100%電気自動車化を目指す未来への要請に一歩進んで応えるもの
です。シャシーは部品のモジュール化を徹底したことで、製造工程の効率化と
高い耐久性を実現。世界的に有名なオーストリア「マグナ・シュタイア社」のエ
ンジニアが設計した商用車の常識を覆すハイスペックなサスペンションシステム
を実装するなど、カーエンジニアリングの面でも革新的です。多機能荷台オプ
ション、優れた性能、都会型ラインナップは、様々な企業の多様なニーズに対
応します。

①100％EV
・「温室効果ガス排出量削減」という世界的課題にいち早
く応える商用車。
・ガソリン車と比較して燃料が格安。

③用途に合わせて選べる3つの荷室
・ユーザーの業態にあわせた荷室（フラットベッド、ピックアッ
プ、ボックス）をカスタマイズ可能。

④移動電源としての活用
・イベントカー、キッチンカーなどさまざまな作業ステージで電
源の準備が不要。
・災害時の緊急電源としても活躍。

■「ELEMO」の特徴

■HW ELECTRO
代表者：代表取締役社長 蕭 偉城
所在地：東京都江東区青海2-7-4 the SOHO Bldg.634
主な事業内容：多用途小型商用EV車「ELEMO」製造・販売
URL：https://hwelectro.com/

■株式会社オートバックスセブン
代表者：代表取締役 社長執行役員 小林 喜夫巳
所在地：東京都江東区豊洲5-6-52 NBF豊洲キャナルフロント
主な事業内容：カー用品の販売と取付・交換サービス、車検・整備を
提供する小売店舗で構成されるフランチャイズチェン（FC）の本部として運営
URL：https://www.autobacs.co.jp

②走るIoT
・コネクテッドサービス体制の導入で「センターオフィスでの運
行管理（運送ルートの最適化、効率化等）」や「荷室の
温度管理」を可能にすべく開発中。


